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山 口 大 学  産 学 公 連 携 ・ 創 業 支 援 機 構     

ビ ジ ネ ス ･ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 施 設 ≪ Y U B I S ≫  

YUBISからのお知らせ 

   TOPICS 

 ・中国地域MOTコンソーシアム発足（2003.8.7） 
 

 ・必見！これは役立つ！納得のホームページ 

 ・事業計画書（ビジネスプラン）発表の場 

 

創業・起業関連情報 

 ・事業プラン立案に必要な要素「6W2H」 

   ・事業計画書から外せない8つの項目 

 ・事業計画書のチェックポイント 

  

 YUBISからのご案内、創業・起業に関する情報を、毎月、お知らせ

します。ご活用ください。 

http://www.dreamgate.gr.jp/ 
起業・独立を目指す人々の支援サイト 【D R E A M G A T E 運営事務局 東京センター】 
 

http://dnd.rieti.go.jp/ 
大学発ベンチャー支援サイト 【経済産業省が事業主体となり、独立行政法人の経済産業研究所に運営を委託】 
 

http://www.janbo.gr.jp/ 
ビジネス・インキュベーションを目指す方と起業化を支援するみなさんを支援するサイト  

 【日本新事業支援機関協議会(JANBO)】 

http://j-net21.jasmec.go.jp/ 
中小企業・ベンチャー企業を支援するサイト 【中小企業庁＆中小企業総合事業団】 
 

http://www.chugoku.meti.go.jp/ 
中国地域の企業を支援するサイト 【中国経済産業局】 

必見！ これは役立つ！ 納得のホームページ 

役立てよう！ メールマガジンには旬な情報が満載＜下のホームページから登録できますよ！＞ 

 

 ＹＵＢＩＳには現在、大学発ベンチャー企業３社と起業を目指す先生が入居されていますが、８月入

居の募集を行ったところ、先生及び院生の方々から応募がありました。 

 現在、審査中です。次号で新たに入居された方々をご紹介する予定です。 

 このうち、院生のグループはＭＯＴ教育コースを受講されている方々で、「習ったことを実践に移す
ゾ！」と張り切っておられます。 

 院生・学生の皆さん、チャレンジしてみては如何でしょうか。 

 

YUBIS施設主任 宮地壽    



AnnouncementAnnouncementAnnouncement   YUBISYUBISからのお知らせからのお知らせ  

TOPPICS 

中国地域ＭＯＴコンソーシアム       

    発 足（2003.8.7) 

ＭＯＴ教育思想の普及と実践に向けて、山口大学、

広島大学、中国経済連合会などが協力して発足。 

産学官が協力してＭＯＴ教育に対する社会の認識を

高めるとともに、教材作成のための企業の事例提供

や試行的な講義への協力など、実践に向けた知的な

基盤を整備・拡充しようというねらい。 

背景 

 米国では、１６０余りの大学や大学院でＭＯＴｺｰｽが

設置され、年間１万人のＭＯＴ人材を輩出。1990年代 

以降の産業活性化に大きな役割を果たす。 

 我が国ではようやく各地でＭＯＴ教育ｺｰｽ設置の取り

組みが始まったばかり。 

 中国地域では山口大学が経済産業省から委託（平成

14年度補正予算事業「ＭＯＴプログラム教材開発」）を

受け、16年度からの実施に向けた教材開発に取組中。 

設立発起人 

 山口大学、広島大

学、中 国 経 済 連 合

会、（社）中国地域

ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ協議会、

中国経済産業局、日

本政策投資銀行中国 

支店 

代表    

 山口大学 大坂英雄工学部長 
 

副代表   

 広島大学大学院 佐々木博司  

 工学研究科長 
 

事務局   

 山口大学工学部ｷｬﾝﾊﾟｽ内 

ＭＯＴ（Management of 

Technology）とは「技術を経営の

中核とする企業や組織が競争力のあ

る事業を継続的に創り出し、持続的

な発展を行うための戦略的なイノ

ベーションのマネジメント（経済省

の定義）」。我が国産業の競争力を

維持・強化するための重要な要素と

して、近年注目を集めている。 

http://www.chugoku-mot.org/ 

事業計画書（ビジネスプラン）発表の場 

資金、パートナーをゲット 

個別金融機関への説明により資金を確保する以外に、ビジ

ネスプランを発表する場を活用して、資金提供者やビジネ

スパートナーを確保することも可能です。 
その一例を紹介します。  大いに活用しましょう！ 

キャンパスベンチャーグランプリCHUGOKU募集 

期間；平成15年9月1日～10月31日 
中国地域の大学や高専などに在学している学生を対象に、

新商品、事業アイデア、ビジネスプランを広く公募し、優

秀なプランには賞状及び賞金を贈呈するとともに、企業と

の交流の場を設け、事業化に向けた相談・紹介などの支援

も行う。 

バイオビジネスコンペJAPAN 
募集期間；平成15年8月15日～11月11日 

大学、研究機関の研究シーズを活用し、(1)バイオベン

チャーの起業、 (2)ビジネスシーズの発掘、企業への移転

を図り、(3)応募のあったビジネスシーズを基に産学共同研

究を推進する。 
そうした意味から、コンペ賞金に加え、書類選考通過者に

対しては、ライフサイエンス 関連企業、ベンチャーキャピ

タル等の協賛企業との「商談」や、専門家による「相談

会」なども用意。 

ビジネスプランオーディション 

募集期間；未定（開催予定；平成16年1月） 
Ｖ・スクール山口の受講者など、新規創業や第二創業を目指

す方がビジネスプランをプレゼンテーションするもの。 
将来のベンチャー起業家と投融資機関との出会いの場。 
オーディションでは、ベンチャーキャピタル等の創業支援機

関が内容を審査し、将来性のある事業又はアイデアを表彰。 

ベンチャープラザちゅうごく２００３ 
募集期間；平成15年7月31日締切り 

ベンチャー企業と投資家、ビジネスパートナーとの出会いの

場。ビジネスプランを広く外部の方に聞いていただく機会を

提供。資金調達、販路拡大、ビジネス提携等のビジネスチャ

ンスが広がる。また、中小企業・ベンチャー総合支援セン

ター中国の登録アドバイザーによる 指導をはじめ、関係機関

との連携のきっかけとなり得る。優れたプランについては

「ベンチャーフェアＪＡＰＡＮ２００４」、「ベンチャープ

ラザ ファンド ｉｎ ＴＯＫＹＯ」へ出場することができ

る。 

http://www.gr.energia.co.jp/cef/sgk/gktop_frame.htm 

http://www.mydome.or.jp/

http://www.pref.yamaguchi.jp/gyosei/s-sangyo/html/b_2003audition.html 

http://www.chugoku.meti.go.jp/event/vp2003/boshu/index.html 

お知らせ 



AnnouncementAnnouncementAnnouncement   

なぜこの事業をやるのか？ 

これは後に苦難にぶち当たったときの精神的バックボーンにもなりうる。また、事業として

成功するものは社会から歓迎される事業であることが多いので、自分の事業の「社会的存在

意義」についても確認しておく。 

Ｗｈｙ？ 

想定する市場は？顧客は？ 

商品やサービスを提供しようとするターゲットはできるだけ絞り込むのが望ましい。相手

が鮮明になればなるほど、アプローチの方法が具体的に検討できるからだ。 

「Where」は市場、「Whom」はさらに絞り込んだ顧客。 

Ｗｈｅｒｅ？ Ｗｈｏｍ？ 

どんな特徴で、どんなノウハウを使うのか？ 

商品やサービスを、目指す市場・顧客に提供する際に、どうやって競合優位性や独自性を発

揮するかを検討する。「販売力」「商品のユニークさ」「物流の効率性」といった特徴を発

揮するにはそれを生むノウハウも必要。 

Ｈｏｗ ｔｏ？ 

どのようなタイミングで行うか？ 

事業の特徴となるノウハウを獲得するには、「人」と「金」をどんなタイミングで投入する

かが重要。どの時期にどんな人と、どれくらいの資金が必要かという「時」の概念を明らか

にすることで、事業プランができ上がる。 

Ｗｈｅｎ？ 

誰がやるのか？ 

事業内容とそれを実現するフローの中で、どんな人材が必要になるかを考えなければなら

ない。まず自分やパートナーの能力を判断し、事業を進めるうえで、ほかにどんな能力や経

験を持った人が何人必要なのかを検討する。 

Ｗｈｏ？ 

資金は？売上高や利益の目標は？ 

開業前、そして開業後運営していくうえでどれだけの資金が必要になるのか。また、それが

どんなタイミングで必要になるのか、事業フローや売り上げ 見込みと合わせて検討し、

具体的な資金計画、資金調達法につなげる。 

Ｈｏｗ ｍｕｃｈ？ 

  事業プラン立案に必要な要素「６Ｗ２Ｈ」 

商品・サービスの具体的な内容は？ 

顧客に対して、どんな商品やサービスを提供しようとしているのか。この商品は、市場や顧

客に受け入れられるものか考える。 

Ｗｈａｔ？ 

起業するだけなら簡単。 

問題は、起業して行う仕事を継続、発展させること。しっかりと準備してお

く必要あり。 

創業・起業に関する情報創業・起業に関する情報  

 起業の「６つのＳ」 

「信念（精神的財産）」 
「仕組み（知的財産）」 
「資金（物的財産）」 
＋ 「商品（サービス）」 

  「市場」 
      「支援」 



創業・起業に関する情報創業・起業に関する情報  AnnouncementAnnouncementAnnouncement   

 事業計画書から外せない８つの項目 

 

簡潔かつ魅力的。 

これだけで何を計画しているかが伝わるよう

に。副題を付けてもＯＫ。 

事業プ

ラン名 

どんな市場・ターゲットに対して、どんな商

品・サービスを提供するのか。 

可能な限り端的に説明。 

事業 

内容 

同業種・同業態だけでなく、同ターゲットの

異業種競合をも意識。 

優位性、差別化を訴求。 

計画している事業を、どう市場に認知させる

か。どう販売網を築くか。事業の実現プロセ

スを伝える。 

仕入れ計画、開発・生産計画、人員・組織計

画など。事業を継続的に経営するためのシス

テムを紹介。 

事業の実現プロセスを伝える。 

想定されるリスク・問題点を抽出。 

危険度を分析。 

対処方法、解決策を先行的に提示。 

詳細な収支予測、資金繰り計画。 

資金調達案や返済・配当計画も提示。 

市場規模、成長性、競合相手の評価などを各

種統計データを活用して分析。 

表やグラフが有効。 
市場 

環境 

競合 

優位性 

市場ア

クセス 

経営 

プラン 

 

リスク

と解決

策 

資金 

計画 

 事業計画書のチェックポイント 

夢が大きいことはいいが、「この人物は現実

が見えているのか」と思われるような表現は

避けたい。 
各種予測数字も、裏付けを取ることが必要。 

独創的なつもりでも、同時期に似たプランを

考える人も多い。稼働までにもたつかないこ

と。人々が真似をしようとするのは時間の問

題。特許を含む権利対策も意識。 

広すぎるターゲットでは訴求力がない。狭す

ぎると、マーケット規模が小さすぎて、収益

力が弱まったり、非効率になる危険あり。ま

た、リターンを期待する資金提供側のメリッ

トが減少する危険もある。 

事業を遂行するための技術、知識、資格、経

験は自分にあるのか。それらを持っている人

材を確保しているのか。どうやって確保する

のか。協力・提携関係などで外部に求める方

法はないか。など、その答えを出しておく。 

既に特許や実用新案が認められている、ある

いは出願中の可能性あり。ネーミングやデザ

インなどが商標や意匠を侵害していないか。

知的所有権、著作権にも気をつける。 

流通・販売方法は考えているか。問屋に卸す

のか、小売りに卸すのか、通信販売などで直

接売るのか。複合的にするのか。その他の方

法か。コストもにらみながら検討。 

事業計画書を読む人は、ビジネスのプロで

あっても、提案事業に造詣が深いとは限らな

い。できるだけ平易な表現で。理解しない相

手を責めるより、どう理解してもらうか。 

長すぎる計画書ほど理解してもらうのは難し

い。10～15分程度で概要とポイントがつか

める量が標準。どうしても量が多くなるな

ら、別紙や別冊に分けて見てもらう。 

プランのどの項目を一番伝えたいのか、ある

いは、相手はどの項目を一番知りたがってい

るのかで記述の比重は変わる。 

事業計画書だけを見てもらう場合と、プレゼ

ンテーションしながら見てもらう場合があ

る。映像や模型などのツールを使える場合、

使えない場合。見てもらう環境を意識して、

内容とボリュームを決める。 

実現不可能な計 

画や販売額をぶ 

ちあげていないか 
 

すぐに真似されな 

いよう対策は考え 

ているか 

対象とする客層を 

極端に絞り込みす 

ぎていないか 

事業を稼働させる 

スタッフを実際に 

確保できるか 

流通・販売方法 

を無視していな 

いか 

特許や商標、著 

作権などを侵害 

していないか 

事業計画書の内 

容が専門的にな 

りすぎていない 

か 

事業計画書の量 

が膨大になりす 

ぎていないか 

書くべき内容の 

比重を間違えて 

いないか 

プレゼンテーショ 

ンとの役割分担を 

意識しているか 

   発 行  山口大学「YUBIS」事務局 
   連絡先  〒７５５－８６１１  宇部市常盤台２丁目１６－１ 
   電 話  ０８３６－８５－９９７２  FAX ０８３６－８５－９９５２ 
   e-mail  yubis@crc.yamaguchi-u.ac.jp 
    ＵＲＬ  http://www.crc.yamaguchi-u.ac.jp/yubis/ 

事業計画書は、金融機関や事業の協力

者への説明に際に必要！ 

自分の事業が本当に実現可能かを確認

する意味でも必要。 

起業後は、事業をマネジメントする際

に役立てる。 


